
『母乳育児支援スタンダード』正誤表
　このたびは『母乳育児支援スタンダード』をご購入いただき誠にありがとうございます。本書の第 6刷（2010 年 11
月 15 日発行）に以下の誤りがございましたので，ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。

訂正箇所 誤 正

12 頁・12 行目 2005 年，「イノチェンティ宣言」
25 周年を

2005 年，「イノチェンティ宣言」15 周年を

68 頁・「 Ⅰ．」 の
本文 5行目

・母乳だけで育つ期間（生後 6か
月間）は母乳だけが望ましい。

左記を削除

71 頁・「 Ⅲ．」 の
見出し

母乳と子どもの発達 子どもの発達における母乳育児の利点

111 頁・表 14-3・
左列「ラクトフェ
リン」の 2行目

ラクトバチラス ラクトバチルス

117 頁・「この項
のねらい」

5）栄養的，非栄養的吸啜の意味
　6）完全な吸啜のサイクルにつ
いて

5）正常な吸啜パターンについて　6）栄養的，
非栄養的吸啜の意味

142 頁・ 表 18-1
の下から 2行目

●授乳の回数が 24 時間に 7 回未
満のとき

●授乳の回数が 24 時間に 7回以下のとき

178 頁・図 23–1〜
4

正しい図に差し替え（裏面を参照してください）

181 頁・図 23–6

182 頁・図 23–7

210 頁・1行目 …かけながら口唇に触れる合図で
繰り返し教える。

…かけながら乳頭で児の口唇に触れる合図で繰
り返し教える。

230 頁・表 30-3・
1～2 行目

…消毒をします。入院中はミルト
ン消毒をします。

…消毒をします。入院中は次亜塩素酸ナトリウ
ム液で消毒します。

232 頁・「2.」（2）
の本文 6～8行目

脂肪の組成は−70℃では変わら
ないが，−20℃で長期保存する
と変成する。冷凍母乳の保存期間
が長いほど，もともとの母乳中の
脂肪の量が多いほど，母乳中のリ
ポ蛋白リパーゼ活性によって脂肪
酸分画の 18：2，20：4 などの長
鎖不飽和脂肪酸が増加する。

脂肪の組成は−70℃ では変わらないが，
−20℃で長期保存すると変成する。母乳の冷
凍期間が長いほど，もともとの母乳中の脂肪含
量が多いほど，母乳中のリポ蛋白リパーゼ活性
によって母乳中の脂肪酸分画のリノール酸，ア
ラキドン酸などの長鎖不飽和脂肪酸がエステル
型から遊離脂肪酸に変化する。これらの脂肪組
成の変化が，低出生体重児などの長期に冷凍母
乳を与えられる子どもに影響するかどうかはわ
かっていない。

233 頁・表 30–6 正しい表に差し替え（裏面を参照してください）

296 頁・「Ⅲ．」の
本文 1行目

…母乳を飲んでいるか，母乳を中
断して…

…母乳を飲んでいるか，そのうち母乳はどのく
らい飲んでいるのか，母乳を中断して…

298 頁・本文 3～6
行目

…サプリメンターを使用して母親
の乳房を吸啜している場合でも，
授乳後搾乳をすることで，母乳分
泌を維持または増加できる。その
搾乳した母乳は，哺乳びんではな
く，小さなコップやスプーンで与
え，乳頭混乱を予防する…。

…サプリメンターを使用して児が母親の乳房を
吸啜している場合でも，授乳後搾乳をすること
で，母乳分泌を維持または増加できる。その搾
乳した母乳は，次回の授乳時に，哺乳びんでは
なく，ナーシング・サプリメンターに入れて使
うことで，乳頭混乱も予防できる…。

304 頁・「2.」10
行目

…保育者が練習することが好まし
い

…保育者が練習するとよい。どうしても嫌がる
なら，スプーンやコップを使うように頼むこと
もできる

（裏面につづく）



10℃で一晩かけて16-18時間で解凍，または微温湯（44-49℃）で解凍し最終温度37℃

とする解凍方法では，母乳のIgA濃度は新鮮冷蔵母乳と比べて低下しないが，温乳器

(62.5℃30分）や700w電磁波50秒で解凍すると有意に低下する 。冷凍母乳の解凍は，

流水または，微温湯で解凍し，体温以上に温めない 。

新鮮冷蔵母乳，解凍母乳とも体温以上には加温しない 。加温に最も弱いのは母乳由来

リパーゼで，15℃，25℃，38℃では24時間までは安定だが ，40℃を超えると急速に失

活する 。

電子レンジは使用しない。200mℓの冷蔵母乳を250mℓの哺乳びんに入れ，850wの

電子レンジで加熱し哺乳びんの中の温度の違いと成分を見た研究を紹介する 。攪拌後

の最終温度が一定でも，哺乳びんの上面と下面の温度差は平均15℃もあった。また，最

終温度が変わらなければ，温乳器で加温した場合と比べて，大腸菌やポリオウイルスに

対するIgA抗体の濃度に差はなかったが，温度差があるので，母乳由来リパーゼ，IgA，

ビタミンなどの成分が一部失われる可能性がある。また，哺乳びんごと電子レンジで加

熱した場合，上部の温度が高くなるので，よく攪拌せずに児に飲ませてやけどをさせる

という危険もある。

冷蔵母乳では，細菌を殺す細胞成分が生きているので，室温に6時間放置しても有意

な細菌数の増加はないが，解凍した母乳では細胞成分が生きていないので，室温に置く

と時間とともに細菌数が増加する 。

表30-7に母乳を加温したときの成分の変化を示す。

時間未満時間未満

早産児健康な乳児

室温( ゜)

病児

表 - 搾母乳の保存期間

冷蔵庫（ ゜；新鮮） 日未満 日未満

完全解凍→冷蔵庫保存（ ゜） 時間未満 時間未満

ドア冷蔵庫冷凍室 週間 勧められない

ドア冷蔵庫冷凍室(－ ゜） か月未満 か月未満

クーラーボックス( ゜） 時間未満 勧めない（運搬時は可）

＊冷蔵する予定の母乳は搾乳後直ちに冷蔵する。
＊＊細菌数は８日以降も減少するが，栄養的，免疫的な質は長期冷蔵で損なわれる可能性あり。
(著者注：したがって従来通り48時間を目安とすることが望ましい。）

＊＊＊ただし３か月未満が理想

表 - 母乳の加温による組成変化

カロリー ↓ ↓
細胞数・機能 ↓
乳糖 →
脂肪 → ↓
分泌型 ↓～→ ↓
蛋白 → ↓
水溶性ビタミン( ，葉酸， ） ↓ ↓
脂溶性ビタミン(， ， ） → ↓
母乳由来のリパーゼ ↓↓ ↓↓↓↓
アミラーゼ ↓ ↓↓
脂肪分解 ↓ ↓↓

加温方法 ゜ 分 煮沸

．母子分離：搾乳と電動搾乳器の使用方法および母乳の保存・解凍・加温

233 頁・表 30-6
正しい表は，右のとおりです。

印字データ名：ＢＯＮＹＵ5-23(0006) 作成日時：08.05.07 11:26
コメント ：

Reprinted with permission.Contact information to Rebecca Glover:www.rebeccaglover.com.au

．効果的なラッチ・オン

児が乳房の組織を十分に口の中に含むためには，児の体と頭が母親の乳房に向かい合

い，児が母親に十分に引き付けられて抱っこされているかを確認する。その上で，児の

鼻が乳頭と向かい合う位置にくるようにする（図23-6，図23-7）。こうすれば，児の

頭は少し後ろに傾き，吸着しやすい姿勢になる。このときに，児の後頭部を押すと，頭

をのけぞらせたり，乳頭をかんだり，乳房から離れようとしたりするといった，反射的

な行動を起こすことがあるので気をつける。

表 - 早期のサイン

体をもぞもぞと動かす
手や足を握りしめる
手を口や顔にもってくる
探索反射を示す
軽く（または激しく）おっぱいを吸うように口を動かす
舌を出す
クーとかハーというような柔らかい声を出す

啼泣
疲れきってしまう
眠りこんでしまう

表 - 遅いサイン

児の頭は後方に傾く

ここでは交差横抱きの場合を示して
いるが，どの抱き方であっても基本
ポイントは同じ

児の肩甲骨からうなじに
かけた部分に置いた手で
しっかりと引き寄せる

下顎が乳房に埋もれ込む

乳頭は児の上唇の
上方，鼻の前まで
傾ける

点線の部分まで児の口に入る

図 - 吸着開始時の児の位置（ポジショニング）

．ポジショニング(授乳姿勢，抱き方)とラッチ・オン(吸着，含ませ方，吸い付かせ方)

“下唇が最初に触れる部分”
は，乳頭の下方 - に
位置する

表 - 母乳が飲まれているという児側のサイン

時々休止しながらリズミカルな吸啜・嚥下パターンを続けている
嚥下音がする
腕と手はリラックスしている
口が湿っている
授乳後は満足している

Rebecca Glover

児の胸を母親の身体
にぴったりとつける

母
親
か
ら
見
た
図
（
左
乳
房
か
ら
の
授
乳
）

181 頁・図 23-6
正しい図は，右のとおりです。

印字データ名：ＢＯＮＹＵ5-23(0003) 作成日時：08.05.07 11:26
コメント ：

(）添え乳・寝た姿勢での授乳 side-lying（図23-4）

体を横にして授乳できるので，帝王切開術後の授乳や夜間の授乳時，また，母親の体

調が悪いときなどに適している。

．どの授乳姿勢にも共通するポイント

基本的なポジショニングだけでなく，どんな授乳姿勢であっても大切なポイントを以

下にあげる。

1)母親がリラックスして，快適である

2)児が，静かに覚醒していて，泣いていない

3)児の体全体が母親のほうを向いていて，しかも密着している

4)児の頭が体に対して一直線に支えられ，乳房の方を向いている

5)もし乳房を支えるとすれば，母親の指は，乳輪から十分後ろに離れている（C字支え，

U字支え）（図23-5）

第 章 出産直後の母乳育児支援

図 - 横抱き 図 - 交差横抱き

図 - 添え乳図 - 脇抱き

178 頁・図 23-1～4
正しい図は，下のとおりです。

印字データ名：ＢＯＮＹＵ5-23(0007) 作成日時：08.05.07 11:26
コメント ：

Rebecca Glover

．授乳を終えるタイミング

児が自然に乳房を離すまで授乳を続け，最初に与えたほうの乳房を飲み終わってから

次の乳房を与える。生まれて間もなくの授乳では，児は1回の授乳に片方の乳房だけで

満足することがよくある。そのような場合には，次回の授乳時に飲まれていない乳房か

ら与えるようにする。授乳の主導権はどちらかというと児が握っていると えれば，基

本的には，児が離すまで片方の乳房をしっかりと飲ませ，両方の乳房を交互に授乳する

ことが自然な行為となる。

もし何かの都合で，母親のほうから授乳を終わらせるような場合には，母親の指を児

の口の端からやさしく入れ陰圧を解除し，乳房から離すようにするとよい。

こうして，児の舌が乳房の下方
にうまくおさまり，乳頭が軟口
蓋付近まで入り，児は適切な吸
着状態で吸啜を開始する．

児の下顎が乳房に埋もれ込み，
乳頭が上唇をかすめるか，やや
折りたたまれるように口の中に
入るようにする（必要なら，上
部に置いた指で乳房の一部分を
押して乳頭の角度を変えて，乳
頭が児の口蓋に向かうようにし
てから口の中に優しく誘導する）．

児の下唇は，十分に乳頭の -
下方に位置させる（児の下

唇が乳頭から下方に位置し，よ
り深く吸いつかせることができ
れば，児は乳房をより大きく口
に含む）．

児が口を大きく開け，舌を下げ
るのを待つ．児の肩甲骨からう
なじにかけた部分を支えた手
で，すばやくしっかりと乳房に
引き寄せる．

児の下顎が先に乳房に触れる角
度で，乳頭を児の上唇の上方，
鼻の前にもってくる．児の唇と
あごを，乳房と乳輪で刺激する．

図 - 吸着（ラッチ・オン）のテクニック

第 章 出産直後の母乳育児支援

Reprinted with permission.Contact information to Rebecca Glover:www.rebeccaglover.com.au

下唇が
最初に
触れる
部分

182 頁・図 23-7　正しい図は，下のとおりです。
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